
 

 

 

 

 

 

 ７月１５日号の瀬波地域まちづくり通信に瀬波北前船研究会の会員であります、 

小嶋幸一さん執筆の「北海道松前町に眠る瀬波の人たち」と題した記事を掲載しま 

した。今回はその第２弾で、「御用日記帳」に関する記事を掲載します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
発行：活気あふれる街瀬波まちづくり推進協議会 

 

  

  

 

 

 

昨年の 7 月 20 日に瀬波中町の旧家である久津美家(屋号「沖村屋治右衛門」)の親戚の方から

久津美の土蔵を整理するので手伝ってほしいと言われ，中町の人たち数人で土蔵に入りました。      

 土蔵の奥に箪
たん

笥
す
があり，その中に何冊かの古い

冊子文書が束になってしまってありました。表紙

には立派な文字で『御用日記帳』と書かれていま

した。その数は全部で 20 冊 19 年分。天保 9 年

(1838)から明治 7年(1874)までのものでした。(以

下，御用日記帳は日記帳と記します)              

日記帳の外には，村上藩の役所に提出した「願」

や「届」等の写しを綴
つづ

った冊子が 1 冊と何枚かの

一紙文書が出てきました。 

 

 

 瀬波町以外の地区には，多くの古文書が残っていますが，瀬波町にはほとんど古文書が残って

いませんでした。それは，瀬波町が二度の大火，明和 7年(1770)の「孫九郎火事」と明治 18年

の「寅蔵火事」があったためだ，とこれまでいわれてきました。 

 この度，瀬波町にとって貴重な日記帳が出てきました。この日記帳は瀬波町のお宝であり，村

上市のお宝でもあると思います。それは，瀬波町の日記帳からは，他地域の日記帳とは異なり，

瀬波湊のこと，瀬波の廻船・海難事故・浦触等の海に関わる内容が分かると思われるからです。   

 瀬波町北前船研究会では，瀬波町のお宝の保存と活

用方法を話し合っています。また，文字どおり「宝の

持ち腐れ」にならないように解読にも取り組んでいま

すが，解読不能の文字も多々あります。市内の専門の

先生方の力を借りながら読み進めて，瀬波町の歴史を

より充実させたいと意気込んでいます。大量の古文書

です。時間をかけて丁寧に読み解きたいと思います。 

 今後は日記帳の内容について「瀬波地域まちづくり

通信」を通して紹介し，瀬波の「町づくり」にも役立

ちたいと考えています。 
                                                                                   

瀬波地区青少年健全育成会からのお知らせ 
 

１０月４日(日)開催予定でした第５６回瀬波地区一周駅伝大会及び令和２年度ロードレース

大会と、１２月１３日(日)に開催予定でした第５６回百人一首かるた大会について、新型コロ

ナウィルス感染症が全国的に感染拡大している状況で、参加者の安全に配慮するため、中止
することになりました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局： 村上市瀬波上町４番１号（瀬波地域コミュニティセンター（いこ～て瀬波）内）  

担当：高橋（村上市自治振興課自治振興室瀬波地域担当） 

【TEL】５３－２００５ 【ＦＡＸ】５３－５５５７（瀬波地域コミュニティセンター兼用） 

【URL】http://www.senami-machikyo.net  【メール】info@senami-machikyo.net 

みなさん、こんにちは。8 月後半は気温と体温が同じくらい暑い日が続きましたね。9 月に入り朝晩は

涼しくなってきました。気温の変化で体調を崩しやすくなりますので、気をつけたいですね。 

 

≪大腸がん検診について≫ 

 瀬波地区が対象になっている検診日は下記の通りです。 

 新型コロナウイルス感染拡大防止のため、会場がふれあいセンターに変更になっています。 

広い会場で密を避け、安全に行うためです。会場が遠くなり、ご迷惑をおかけする方も多いかと思い

ますが、気をつけてお越しください。 

 下記の日程で都合がつかない方は他の会場に行くことも可能です。お手元の日程表をご確認ください。 
 

日にち 受付時間 対象集落・町内 会場 

9月 25日

（金） 

9時～10時 瀬波上町、瀬波浜町、瀬波横町、松波町、浜新田 

ふれあいセンター 
10時～11時 

瀬波中町、瀬波新田町、学校町、 

瀬波温泉 1～2丁目、松山 

10月 7日

（水） 

9時～10時 下渡、羽下ケ渕、大平、滝の前、松原町 1～4丁目 

10時～11時 三面、松原町住宅、緑町 1～5丁目、松山かみの 

  

村上市役所保健医療課健康支援室 瀬波担当保健師 大滝菜摘 ☎0254-53-2111（内線 2442） 

 

 

保健師通信 大滝保健師の

の 

 ８月７日(金)に瀬波保育園で七夕集会が行われました。 

 当日はあいにくの雨模様で夜は星空が見えなさそうな天

候でしたが、お遊戯室には園児やその保護者が書いたお

願い事の短冊が括り付けられた竹竿が２本、ステージの両

端に括り付けられてました。 

 やがて、園児が集合して、最初にみんなで朝の歌を元気

よく歌った後、七夕の歌を歌いました。その後、青組・白組・

黄色組からそれぞれ１人づつ代表してステージの前に出て

きてもらい、それぞれ書いた短冊を読み上げてました。そ

の後、保育士による「七夕物語」という寸劇を披露し、なぜ

彦星と織姫が１年に１回しか会えないかを寸劇を通して説

明していました。 

 ちなみに、園児が書いた短冊には「プリキュアに会いた

い」や「ポケモンマスターになりたい」、「本物のアンパンマ

ンに会いたい」「大きい消防車に乗りたい」など園児らしい

お願い事が書いてありました。それに対し、保護者が書い

た短冊には「お友達と元気いっぱい仲良く遊んでください」

や「お手伝いを進んでやってほしい」、「すぐ泣くのをやめて

ほしい」など保護者の園児に対する思いが詰まった内容で

した。 


